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報
開
示
す
る
。
企
業
は
接
続
性
に
関
す
る
情
報
、
や

っ
て
は
い
け
な
い
こ
と
な
ど
、
情
報
を
消
費
者
に
開

示
す
る
。
同
時
に
、
消
費
者
は
自
分
で
そ
の
情
報
を

取
捨
選
択
す
る
責
任
が
あ
る
。
事
故
や
不
具
合
が
生

じ
な
い
よ
う
に
メ
ー
カ
ー
が
補
償
で
き
る
範
囲
内
の

モ
ノ
を
買
い
揃
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
そ
の
難
し
さ
を
、
彼
は
「
文
化
を
変
え
る
必
要
が

あ
る
」
と
い
う
言
葉
で
語
る
。
そ
れ
は
、
第
三
者
に

よ
る
検
証
制
度
を
確
立
す
る
こ
と
に
よ
る
経
済
効
果

と
検
証
そ
の
も
の
の
技
術
的
な
精
度
を
上
げ
る
た
め

に
、
企
業
文
化
を
変
え
る
。
そ
れ
と
関
連
し
て
、
一

般
消
費
者
の
生
活
文
化
も
ま
た
変
え
る
必
要
が
あ
る

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
だ
が
、
発
想
を
転
換
す
れ
ば
、
検
証
コ
ス
ト
の
削

減
と
い
う
経
済
効
果
と
技
術
的
な
精
度
を
実
現
す
る

と
い
う
第
三
者
検
証
の
本
質
は
、
日
本
企
業
の
体
力

を
増
強
す
る
こ
と
で
あ
り
、
結
果
、
日
本
経
済
へ
の

貢
献
に
つ
な
が
る
。

　
そ
の
た
め
に
は
、
互
換
性
、
ユ
ー
ザ
ビ
リ
テ
ィ
そ

し
て
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
が
問
題
に
な
る
Ｉ
ｏ
Ｔ
の
将
来

に
と
っ
て
無
視
で
き
な
い
存
在
で
あ
る
、
例
え
ば
ハ

ッ
カ
ー
そ
の
も
の
を
味
方
に
す
る
必
要
も
あ
る
。

　
第
三
の
補
償
は
将
来
的
な
課
題
と
し
て
、
最
終
的

に
ト
ラ
ブ
ル
が
生
じ
た
際
の
解
決
策
と
な
る
金
銭
的

な
補
償
を
保
険
と
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
カ

バ
ー
す
る
制
度
の
確
立
で
あ
る
。

　
道
は
遠
い
が
、
ブ
イ
ラ
ボ
社
長
で
あ
る
前
に
Ｉ
Ｔ

検
証
産
業
協
会
会
長
で
あ
る
浅
井
社
長
に
と
っ
て
は
、

避
け
て
通
れ
な
い
道
で
も
あ
る
。

　
〇
五
年
に
任
意
団
体
と
し
て
発
足
し
た
Ｉ
Ｔ
検
証

産
業
協
会
は
、
〇
九
年
に
一
般
社
団
法
人
と
な
る
。

協
会
の
使
命
を
明
確
に
す
る
た
め
、
一
〇
年
か
ら
一

四
年
に
か
け
て
、
第
一
次
中
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
を
制
定
。

活
動
方
針
の
テ
ー
マ
を
「
検
証
産
業
の
基
盤
作
り
」

と
し
て
、

１
．
検
証
人
材
育
成
・
活
用
事
業

２
．
検
証
作
業
と
技
術
の
標
準
化

３
．
事
業
提
案
と
検
証
取
引
の
モ
デ
ル
づ
く
り

４
．
業
界
と
し
て
の
基
本
情
報
の
作
成
と
発
信

５
．
検
証
産
業
の
普
及
・
広
報
活
動

６
．
対
外
活
動
に
よ
る
連
携
事
業

７
．
国
の
指
導
・
協
力
を
得
て
実
施
可
能
と
な
る
活

動

　
の
七
つ
を
重
点
実
施
項
目
に
掲
げ
て
き
た
。

　
一
五
年
か
ら
一
九
年
に
か
け
て
の
第
二
次
中
長
期

ビ
ジ
ョ
ン
で
は
「
社
会
貢
献
の
実
現
」
と
し
て

１
．
第
一
次
中
長
期
計
画
　
重
点
実
施
項
目
の
継
続

２
．
収
益
事
業
の
実
施

　
を
、
重
点
実
施
項
目
と
し
て
掲
げ
て
い
る
。

　
技
術
者
の
地
位
向
上
の
た
め
の
認
証
事
業
と
し
て

〇
七
年
か
ら
グ
ロ
ー
バ
ル
に
対
応
し
た
検
証
技
術
者

認
定
（
Ｉ
Ｖ
Ｅ
Ｃ
）
を
推
進
し
て
い
る
ほ
か
、
一
四

年
七
月
に
「
Ｉ
Ｔ
検
証
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
４
」
を

開
催
。
脳
科
学
者
・
茂
木
健
一
郎
氏
の
基
調
講
演
の

ほ
か
、
業
界
関
係
者
に
よ
る
検
証
サ
ー
ビ
ス
の
必
要

性
が
語
ら
れ
て
い
る
。

　
収
益
事
業
に
関
す
る
具
体
的
な
取
り
組
み
と
し
て
、

ブ
イ
ラ
ボ
と
協
会
と
が
リ
ン
ク
し
た
形
で
、
ま
ず
は

首
都
圏
の
公
立
専
門
学
校
で
、
Ｉ
Ｔ
検
証
に
関
す
る

講
座
を
設
け
る
準
備
な
ど
が
進
ん
で
い
る
。

　
な
お
、
ハ
ー
ド
ル
は
高
い
が
「
日
本
を
再
生
さ
せ

る
起
死
回
生
策
の
一
つ
の
手
だ
て
に
な
る
の
じ
ゃ
な

い
で
し
ょ
う
か
。
日
本
は
世
界
に
誇
る
品
質
を
つ
く

り
上
げ
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
品
質
と
い
う

の
は
、
い
わ
ば
日
本
の
十
八
番
で
す
。
そ
う
し
た
日

本
人
の
国
力
を
生
か
せ
る
の
が
、
検
証
事
業
な
ん
で

す
」
と
、
浅
井
社
長
が
強
調
す
る
よ
う
に
、
グ
ロ
ー

バ
ル
な
時
代
に
お
け
る
日
本
の
力
を
生
か
す
か
殺
す

か
の
分
か
れ
道
と
な
る
。

　
そ
の
時
、
第
三
者
に
よ
る
Ｉ
Ｔ
検
証
の
シ
ス
テ
ム

が
い
か
に
構
築
さ
れ
て
い
る
か
、
ミ
ス
タ
ー
Ｉ
Ｔ
検

証
・
浅
井
社
長
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
る
。

（
次
回
か
ら
は
、
島
根
県
出
雲
市
の
「
出
雲
キ
ル
ト

美
術
館
」
編
に
な
り
ま
す
）

Ｉ
Ｔ
検
証
産
業
協
会

「ＩＴ検証フォーラム」で講演する
脳科学者の茂木健一郎氏
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国
力
を
生
か
せ
る
の
が
、
検
証
事
業
な
ん
で

す
」
と
、
浅
井
社
長
が
強
調
す
る
よ
う
に
、
グ
ロ
ー

バ
ル
な
時
代
に
お
け
る
日
本
の
力
を
生
か
す
か
殺
す

か
の
分
か
れ
道
と
な
る
。

　
そ
の
時
、
第
三
者
に
よ
る
Ｉ
Ｔ
検
証
の
シ
ス
テ
ム

が
い
か
に
構
築
さ
れ
て
い
る
か
、
ミ
ス
タ
ー
Ｉ
Ｔ
検

証
・
浅
井
社
長
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
る
。

（
次
回
か
ら
は
、
島
根
県
出
雲
市
の
「
出
雲
キ
ル
ト

美
術
館
」
編
に
な
り
ま
す
）

Ｉ
Ｔ
検
証
産
業
協
会

「ＩＴ検証フォーラム」で講演する
脳科学者の茂木健一郎氏

71 2016 .2 EL  NEOS

P68-71ベンチャー発掘.indd   71 16/01/23   14:58


